
 

シャクチセコル 

シャクチセコルからサブザでシャクナゲ岳 Peak 方面へ。C930 くらいまで登った

ところで視界条件をきったためコルに戻る。 

30 分ほど天気待ちした後、再び登り始める。C930 まで行くとビーナスの丘、シ

ャクナゲ岳 Peak がはっきり見えたので、そのまま Peak へ。Peak 直下は雪面が

固かったためシーアイゼンで登行。Peak にてビーナスの谷間を狙うも、視界が

悪くなったためルート尾根をトレイン Ski で滑走。 

方針については、ビーナスの丘の先端部にはっきりとした露岩が、コル付近には

ブッシュが出ていたため木デポは使わず。 

ビーナスのみぞおちの様子うかがうも、樹林

濃く斜度緩く面白くなさそうだったので、ト

ラバースしてシャク南面へ。弱テして滑走。

樹林は比較的薄く、斜度もちょうどよい。雪

はしまっていて、滑りやすかった。 

その後ナイフ尾根目指しトラバースする。ナ

イフ尾根左の沢型が下部は若干深かったの

で、右岸に沿って行き、沢浅くなったところ

で沢中を行き、シャクチセコルへ帰った。 

段差 2ｍ東から巻いていく 道路上に出ず、巻いていっ

た。道路の基礎が見えた 

チセ南 

弱テアウトのため、ルート

尾根をトレインで滑走 


